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要旨

本稿

う課題

必要で

および

キーワ

は，山口大学を事例に，学生

について検討を行ったもので

あり，具体的な支援策として

専門家（ボランティアコーデ

ード

のボランティア活動を大学が

ある。学生にはボランティア

，情報交換や調整を行う空間

ィネーター）の配置の必要性

どのように支援すべきか，と

活動に参加するための後押し

（ボランティアルーム）の創

が明らかとなった。

い

が

出

学生

．は

大学

迫られ

われて

を促す

ボランティア活動，学生支援

じめに

全入時代を直前に大学が急激

ている中で，大学の社会的な

いる。大学には，学生の人間

とともに，急速に変化する社

，ボランティアルーム，ボラ

な変革を

役割が問

的な成長

会のニー

主的な活動を

援していくこ

学生の自主

プロジェクト

動，アルバイ

でも，ボラン

ンティアコーディネーター

，山口大学はこれまで以上に

とが急務とされている。

的な活動には，サークル活動

参加型活動 ，ボランティア

ト等，様々な形態がある。な

ティア活動は，自発性，無償

支

，

活

か

性，

ズに対

へ送り

律）し

るだけ

問題を

動でき

年，都

り，地

応できる自立（自律）した個

出す役割が課せられている。

た個人とは，与えられたこと

ではなく，様々な社会の中で

設定し，問題解決策を考え，

る人間を意味する。しかしな

市化，核家族化，少子化等の

域社会の連帯や人間関係の希

人を社会

自立（自

を実行す

，自らが

そして行

がら，近

進展によ

薄化が進

公共性，創造

橋・高萩

有効な手段の

以上のこと

の国立大学法

て，学生によ

のように支援

年度に実

性という特徴をもつことから

〕，学生の自発的な学修を促

つとして捉えられる。

を踏まえ，本論文は，地方都

人である山口大学の事例を通

るボランティア活動を大学が

すべきかという点に焦点をあ

施された学生ボランティア活

〔高

す

市

し

ど

て

動

み，こ

なくな

この

たちに

に通じ

らを経

的な支

のようなプロセスを経験する

っている。

プロセスは，「発見し，はぐ

する知の広場」という山口大

るものであるが，学内でも同

験する機会が少なく，大学に

援体制も 分とはいえない。

機会が少

くみ，か

学の理念

様にそれ

よる組織

学生の自

支援等検討ワ

」と表

るものである

各大学が様々

他大学の活動

口大学にとっ

重要であり，

ーキンググループ（以降「学

記）での議論にもとづき検討

。学生 発足の背景には

な施策を打ち出している中で

を単に模倣するのではなく，

て必要な施策を導き出すこと

そのためには，まず現状と課

生

す

，

，

山

が

題



を認識

る。よ

することが先決という問題

って，第 章では，学生の「ボ

大学教育 第 号（ ）

意識があ

ランティ

．学生

年に山

生活実態調査

口大学で実施された学生の生活

ア」に

援体制

て，そ

支援体

なお

点をあ

形態ご

関する意識や学生活動の実態

の概要等について行った調

の現状と課題を分析し，第

制の対応策を提案する。

，学生 はボランティア

てているが，学生の自主的な

とに区切られるものではなく

，学生支

査を通し

章では，

活動に焦

活動は，

流動的な

実態調査によ

ンティア活動

れぞれ ％

ア活動の参加

表 に示すよ

兵庫教育大学

学のボランテ

ると，表 に示すように，ボ

経験者及び地域活動経験者は

にすぎない。学生のボランテ

度を他大学と比較してみると

うに，北見工業大学では ％

では ％となっており，山口

ィア活動の参加度の低さが看

ラ

そ

ィ

，

，

大

取

ものと

制が必

とを付

．学

．

山口

学」づ

して捉え，全体的な学生の活

要であるという考えに基づい

記しておく。

生のボランティア意識

山口大学の学生支援体制

大学では， 年度に「学生

くりを目指して学生支援セン

動支援体

ているこ

中心の大

ターを創

できる。しか

への参加意欲

たい」 ％，

であり，“地

う 歩が踏み

も存在してい

．ボラ

し，山口大学の学生の地域活

をみてみると「積極的に参加

「できれば参加したい」

域活動に興味を抱いているが

出せない”という学生が 割

ることがわかる（表 ）。

ンティアに関する調査

動

し

％

も

強

設し，

学生生

に取り

しか

学に寄

留まっ

ていな

学生の修学・課外活動・就職

活全般にわたる支援体制の充

組んでいる。

し，ボランティア活動におい

せられる依頼等を掲示板で公

ており，具体の活動状況など

いというのが現状である。

活動など，

実と発展

ては，大

開するに

も把握し

学生

生に対して

（対象 人）

へ参加したい

しては「そう

きに考えて

）。参加に

「なぜ参加し

は， 年 月に山口大学の

ボランティアに関する予備調

を行った 。「ボランティア活

と思いますか」という質問に

思う」「ややそう思う」と前

いる学生は ％であった

ついて興味がない学生に対し

たいと思わないのか」という

学

査

動

対

向

（表

て

問

．

昨今

は「無

「上昇

（ミー

携帯電

コミュ

つつあ

山口大学の学生の実態

の大学生を形容する言葉とし

気力」や「しらけ」に始まり

志向の喪失」「遊び志向」

イズム）」などがあげられる

話の普及や 化により，人

ニケーションが間接的でドラ

る。

て，古く

，現在は

「私事主義

。また，

と人との

イになり

いを行ったと

由が最も多く

という回答も

部には

ジが必ずしも

ことも明らか

いう言葉は，

あるが，近年

ころ，「時間がない」という

，「勇気がない」，「興味がな

みられた（表 ）。

「ボランティア」に対するイメ

良いものとは捉えられていな

となった。「ボランティア」

そもそも自発性からくるもの

，「ボランティア」という言

理

い」

ー

い

と

で

葉

学生

態を把

年に山

調査，

調査と

ティア

では，まず山口大学の

握することに努めた。本章で

口大学学務課が実施した学生

年に が実施したア

サークル等の学内学生団体

活動に関する調査の結果を分

学生の実

は，

生活実態

ンケート

のボラン

析する。

が 人歩きを

が異なってい

仕家」という

のイメージに

を無償で行っ

ランティアと

る。聞き取り

していて，学生各自がもつ認

る。これは，「偽善的」「篤志

固定化された「ボランティア

よるものである。自発的な活

ているにも関わらず，自らを

認めたくない学生が存在して

調査によると「何も特別なこ

識

奉

」

動

ボ

い

と



学生の「ボラ

表 ボラン

ンティア」に関する意識と大学の

ティア活動経験者及び地域活

支援体制

動経験者

ボ

全

出所）

区分 全体

地域活動 ％

ランティア活動 ％

サークル活動 ％

顔見知り程度 ％

く接触はない ％

山口大学学務部， ， 第 回

表 学生のボ

男性 女性 学年 学年

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

学生生活実態調査報告書

ランティア活動の経験

学年 学年 学年 学

％ ％

％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

年

％

％

％

％

経験に

あ

な

無

出所）

北見工業大学

ついて
回答数 割合

回答

る ％

い ％

回答 ％

計 ％

北見工業大学， ， 平成 年
兵庫教育大学， ， 平成 年

兵庫教育大学

男子 女子

数 割合 回答数 割合 回

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

度第 回学生生活実態調査報告書
第 回学生生活実態調査報告書

計

答数 割合

％

％

％

％

積

でき

あま

出所）

をして

表 山口大

区分 全体

極的に参加した ％

れば参加したい ％

り参加したくない ％

山口大学学務部， ， 第 回

いるわけではないので，あえ

学における学生の地域活動へ

男性 女性 学年 学年

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

学生生活実態調査報告書

てボラン 「ボランティ

の参加意欲

学年 学年 学年 学

％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

ア」というイメージが捉える

年

％

％

％

人

ティア

が，そ

社会

動が個

で捉え

ている

は 般

いえる

をしていると言いたくない」

の学生の理由である。

的な活動であるはずのボラン

人的な興味・関心，あるいは

られていることがその言動に

。学生の間では未だ「ボラン

的な言葉として概念化されて

。よって，学生に対してボラ

というの

ティア活

趣味の域

あらわれ

ティア」

いないと

ンティア

によって異な

）。

また，参

「誰かが誘っ

多かった（表

域活動に興味

出せない”と

気がない」と

るためであると考えられる

加するための条件については

てくれたら」という回答が最

）。これは，前節で触れた

を抱いているがもう 歩が踏

いう学生の存在や，表 で

いう回答があったことに通じ

（表

，

も

“地

み

「勇

て

に関す

ある。

その

ず「学

ろ，「

％

む回答

る正しい知識を提供する機会

他，ボランティアという言葉

外活動」への参加について尋

そう思う」「ややそう思う」の

と「ボランティア活動」への

率よりも高い結果が得られた

が必要で

を使用せ

ねたとこ

回答率が

参加を望

。これは，

いる。いずれ

援が必要であ

「授業の 環

答が多くあり

とは“もう

手段となり得

ボランティ

にしても参入時点で何らかの

ることが再確認される。その

で単位につながれば」という

，正課授業として位置付ける

歩”を踏み出す後押しの つ

る。

ア活動への参加を促すための

支

他，

回

こ

の

必



要事項

加の呼

を尋ねたところ，「情報提供

びかけ」という回答が圧倒的

大学教育 第 号（ ）

」や「参

に多かっ

正確な認識や

ンティアに対

意義を知ることで，学生のボ

する意識に変化が生じる可能

ラ

性

た（表

得られ

ランテ

含まれ

識改革

）。情報には，ボランティ

る場所・手段や具体的な活動

ィアの意義や体験談に関する

ている。 番目に回答の多か

」については，ボランティア

ア情報が

内容，ボ

情報等が

った「意

に対する

がある。全く

ずは「ボラン

らかの変化が

以前の問題，

かけを作るこ

興味のない学生であっても，

ティア」について知ることで

生じるかもしれない。参加す

つまり，ボランティアを知るき

とが優先課題である。

ま

何

る

っ

表

そう思

ややそ

どちら

余りそ

そう思

無回答

ボランティア活動に参

加したいと思いますか

回答項目 回答数

う

う思う

とも言えない

う思わない

わない

計

表

学

バ

偽

参

勇

時

あ

ボランティア活動に参加

か（複数回答）

回答項目

業で忙しいから

イトで忙しいから

善者のようにみえるから＊

加する勇気がないから

気とお金がないので参加してい

間がないのと。面倒なのと。

まり興味がないから

したいと思わない理由は何で

回答

ないだけです（私は）

す

数

出所）
月
学生 調査（ 年
）

ひ

ボ

自

様

な

出

注

きこもりだから

ランティアの内容により参加の

分のためにやるのはボランティ

々な人々の集まりで，統率がと

いことが多いから

所）学生 調査（ 年 月

）その他のコメント
「活動しただけで満足していまう
違いしてしまいそうだから。
る。」

是非は決めたいから

アとは思わないです

れなくテキパキとしてい

）

。だからどこかで自分はエライ
自己満足にすぎないように感じ

と勘
られ

表

そう思

ややそ

どちら

余りそ

そう思

学外活動に参加したい

と思いますか

回答項目 回答数

う

う思う

とも言えない

う思わない

わない

表

誰

ア

授

ボ

機

興

どういう条件なら学外の

回答項目

かが誘ってくれたら。友達と

ルバイト（有償）

業の 環で単位につながれば

ランティア（有償）

会があり，また自分がその気に

味のある分やの活動なら

活動に参加する気になります

回答

緒なら

なったら

か

数

無回答

出所）
月

計

学生 調査（ 年
）

幸

時

自

自

自

こ

出

せになれるなら

間があって楽しそうならば

分のためになるならなんでも

分を磨けば（色んな意味で）

分の知人が本当に困っていたら

と

所）学生 調査（ 年 月

，その助けになるような

）



学生の「ボラ

表 ボランティア活動への

ンティア」に関する意識と大学の

参加を促すには何が必要だと

支援体制

思いますか？（複数回答）

情報提

う情報

意識改

時間

知名度

注）そ
「潜
「例
し

「飢
無

供，参加の呼びかけ。（具体的

）

革

の他のコメント
在的にボランティアをしたい！
えば，その地域の特産品を使った
ようと思う人は増えるかも」
えが足らないから。日本はみんな
理だと思う」

回答

な活動内容，ボランティアをする

と思っている人はいると思うの
料理など。お金ではなく，何か

が裕福と感じているから，ボラ

回答

と何が得られるのかとい

で。」
ちょっとしたふるまいがあれば

ンティア活動への参加を促すこ

数

参加

とは

出所）

おり，

活動が

り，単

学生 調査（ 年 月）

．学内学生団体のボランティ

年 月現在，山口大学では，

サークルや団体レベルでボラ

行われている。団体の形態は

発イベント用の動員の団体

ア活動

表 のと

ンティア

様々であ

（例：映画

問題点は大き

に対する理解

援体制 の

「情報不

交流し情報交

，

く 情報不足， ボランティ

不足， 安全性， 不 分な

に分けられる（表 ）。

足」に対しては，空間的に人

換ができる場，つまり，「あ

つ

ア

支

が

そ

の上映

体にみ

動を行

ある。

仕団や

等の活

学外

依頼は

会実行委員会）， 見ボラン

られなくとも実際にはボラン

っているところ（例：落語研

山口大学では，山口大学学生

山口大学手話サークル，山口

動が活発である。

の団体からの学生ボランティ

学生支援課が窓口になってい

ティア団

ティア活

究会）も

赤 字奉

会

ア活動の

るが，体

こに行けば情

い情報があれ

という情報

る。情報受信

る。そこは単

ターの配置に

学生， 歩踏

か分からな

報がある」もしくは「発信し

ばあそこにもって行けばよい

が集まる空間の創出が必要で

者と情報発信者が出会う場で

なる空間ではなく，コーディネ

よって，あと 歩踏み出せな

み出したもののどう動いてよ

い学生の相談や指導が可能と

た

」

あ

あ

ー

い

い

な

育会所

盟等か

に従事

の架け

依頼が

この

ワーク

て，学

属サークルにおいては，所属

らも入り，学生が各種大会の

することがある。また，地域

橋を担う「メディエーター」

入る場合もある。

ように各団体間で，口コミ

が広がっており，それらの活

生達は，参加することで得ら

協会・連

審判員等

と大学と

を通して

でネット

動を通じ

れる充実

る。

「ボラン

講習会や講座

ランティア経

の場等によっ

「安全性

保険に入って

もとで保険に

ティアに対する理解不足」は

の開設，ガイドブック配布，

験者や未経験者との議論や交

て解消の道が開ける。

」については依頼元がイベン

いる場合もあるが，自己責任

入っておく方が好ましい。

，

ボ

流

ト

の

感や満

これら

に進め

が重要

．

山口

足感，新しい発見等を感じと

のネットワークを活かしてさ

られるようシステムを充実さ

であろう。

学生ボランティア活動の問題

大学の学生の実態を把握して

っている。

らに円滑

せること

点と課題

きたが，

「不 分

点の問題点

織的な支援が

が殺到する

て，需要と供

そのためには

が届くシステ

な支援体制」に関しては，上

に関係してくることであり，

必要である。 部の学生に依

過重労働や学業との両立を考

給のバランスを図る必要があ

登録制によって適材適所に依

ムの構築が必要である。現在

記

組

頼

え

り，

頼

は



表 ボランティア活

大学教育 第 号（ ）

動を行っていると思われる学内学生団体について

活動活動

●山口

団

●山口

．

● 神

行委

山口

団体名

大学学生赤 字奉仕

（山大 ）
献血活動・

大学手話サークル

．
手話の勉強

の子たち 上映会実

員会

神の子たち

で共有する

会
子ども系ボ

鑚活動）

社会問題学

活動内容

施設訪問・その他ボランティア

・聾者との交流

を上映し，国際的な貧困のテー

ランティア（ともだち活動，非

習（社会問題についてさらなる

人数
時期

活動 名

名

マを大学生の間
名

行防止活動，研

知識を深め，興

場所

山口大

●落語

●トム

留学生

めだか

学ユネスコクラブ
味を持ち議

研究会
日本の伝統

る（老人ホ

・ソーヤーズ
子どもたち

ながら協同

交流ボランティア
日本人学生

く活動を通じ

の学校 子供ボラン

論していく場）

文化である落語を公演などを通

ーム慰問等）

と自然の中で，キャンプ等の野

生活を送り，自己の成長等を促

と留学生が互いに助け合いながら文化

て仲良くなり，お互いの生活をサポ

ティア（おもしろプロジェクト’

じてひろく広め
名

外活動を楽しみ

す
名

間交流をしてい

ートしあう

名

（ 年度）

年間

を通

して

の採択企画） 名

学内

外

学生耕

徳地野

●地域

ナルメ

山口大

環境プ

作隊 農業ボラン

外活動クラブ 子ども系ボ

活動おたすけターミ

ディエーター

山口大学・

学が共に活動

学生協学生委員会 学生がより

ロジェクト（工学部）キャンパス

ティア

ランティア（ 年度まで団体

山口県立大学・山口芸術短期大学の連

する際の架け橋となり，地域活性化

生活しやすい山口大学にするた

環境問題の取組

結成届有り）

携及び地域と大

の手助け
名

めの活動
名

（ 年度）

注）団
上

等に

出所）

情報不

ボラン

あと

体名の前に●印の付いている団体
記以外に，体育会所属サークルに
従事している。

学生 調査（ 年 月）

表 ボラ

問題点

足

ティアに対する理解不足

歩踏み出せない学生

は，平成 年度に団体結成届を
おいては，所属協会・連盟等か

ンティア活動に関する問題点

情報や人が集まる空間を創

ガイドブック配布や講習会

オープンな空間での情報公

提出している団体
らの依頼により，各種大会の審

と対応策

対応策

出する（ボランティアルームの設置

・講義の開講

開と相談

判員

）

どう動

需要と

単発性

安全性

バック

いたらよいのかわからない学生

供給のアンバランス

，個別性，継続性の問題

の問題

アップ体制の未整備

指導や教育（講習会や講義

登録制とコーディネーター

情報や活動を統括し，より

人的ネットワーク等をシス
（ボランティア希望者の登

安全体制の整備（保険加入

予算化，人材の確保，担当

）

（調査役）の配置

効率的に行えるよう支援する

テムとして残す
録，データベース）

の義務づけ等，依頼側との交渉等

教職員へのインセンティブ

）



学生の

みられ

学生の「ボラ

個人的なネットワークで適材

ているが，リーダー的な学生

ンティア」に関する意識と大学の

適所が試

が卒業し

状況が想定さ

することが肝

支援体制

れるため，ガイドラインを作

要である。例えば，学生の修

成

学

てしま

しまう

よって

として

ボラン

確保，

センテ

うと個人的なネットワークが

ことになり，継続性に問題が

，データベースの作成等で，

残すことが必要である。また

ティア活動支援に対する予算

そしてこれらに関わる教職員

ィブも忘れてはならない。

途切れて

生じる。

システム

，学生の

や人材の

へのイン

につながるも

働用人員確保

費用に関する

アとなると無

交通費や活動

に係る経費な

求められる。

のであるか否か，単なる肉体

か否かの見極めが必要である

交渉も重要である。ボランテ

償性が強調されがちであるが

に必要な物品やコーディネー

ど，客観的な判断をすること

その他に，教育的に好ましく

労

。

ィ

，

ト

が

な

．大

．

山口

れてお

ティア

れる。

学におけるボランティア

山口大学が支援するボランテ

．支援する活動について

大学の理念には「社会貢献」

り，山口大学が支援する学

活動は，学生の社会貢献に位

よって，個人的なものではな

活動支援

ィア活動

が掲げら

生ボラン

置付けら

く社会性

いもの，危険

政治・宗教色

あり，学内外

が必要となる

．ボラ

ボランティ

に分類はでき

を伴うもの，人体に有害なも

が強すぎるものは除外すべき

からの依頼を査定する学内組

。

ンティア活動の分類

アには様々な活動があり，

ず， つの活動が複数の分野

の，

で

織

概

に

をもっ

ア活動

び成長

ための

個人的

提供，

留意

である

た活動を対象とする。学生ボ

に参加することによって，参

すると同時に，豊かな社会を

員となることを目標とする

な活動を否定するものではな

相談等，可能な限り支援する

すべき点は，学生の本来の使

ことである。大学側は，学生

ランティ

加者が学

構築する

。ただし，

く，情報

。

命は学業

のボラン

またがる場合

めに，表 で

「環境」，「福

ぞれの具体例

）「必要な

交換。障

ションの壁

もあるが，理解を容易にする

は，「教育」，「国際」，「地域

祉」，「文化」に分類した。そ

は以下のとおりである。

情報を必要とする人に」，情

害や異文化によるコミュニケ

を持つ人へのサポート。パソ

た

」，

れ

報

ー

コ

ティア

ち自立

体験・

ない限

の責任

学生の

は選択

ボラ

活動を学生が豊かな感性と社

・自律した個人として成長す

経験を積む機会と捉え，学業

りは支援すべきである。活動

が伴うため，それらを考慮し

自主性を重んじると共に，活

権が与えられるものとする。

ンティア活動は，将来，プロ

会性をも

るための

に支障が

には 定

た上で，

動の参加

ジェクト

ンやインタ

ボランティ

）障害学生

解度が異な

）学校の校

たり，児童

）異文化

生への日

ーネットの接続を行うパソコ

ア等。

のためのノートテイク，授業

る学生間の修学支援。

庭開放に際し遊びの手助けを

館などで子どもの世話をする

（多文化）理解，国際交流，留

本語学習サポート・生活サポ

ン

理

し

等。

学

ー

型の事

ンティ

を生む

展開が

げず，

プンな

学生

業に展開することもありえる

ア活動を通じた出逢いが展開

こともある。学生の活動によ

上記の目的に沿っていれば，

学生のボランティア活動は自

ものと考える。

ボランティア活動においては

し，ボラ

して利益

る様々な

それを妨

由でオー

，様々な

ト。

）異文化

）地域への

ムの運営。

）地域問題

）学内の清

等，まずは

（多文化）理解，国際交流。

窓口としてのボランティアル

解決やまちづくりへの参加。

掃，ゴミ分別，マイカップ運

身の回りから。

ー

動



）地

保護

域の清掃や河川の浄化，天然

や，鳥獣保護等の活動。

大学教育 第 号（ ）

記念物の ）高齢者福

ランティア

祉，障害者福祉などに関わる

活動。

ボ

）生

生同

活に関する情報提供や相談・

士，留学生や新入生に対して

表

活動範囲

対象
学生
生を

支援（学

）。

）遺跡の発

事業や文化

ボランティア活動の分類

学内 学外（国

（留学生や障害学
含む）教職員等

般市民・

情報交換，パソコンサポート

掘や文化財保護等の活動。文

施設での活動。

内・海外）

市民団体等

（ ）

化

教育

国際

地域
地

（ボラ

環境

福祉

文化

その他

修学支援（ ） 教育活

留学生支援（ ）
国際交

国際交流（ ）

域への窓口（ ）
ンティアルームの運営）

地域交

学内清掃等（ ）
生活及び自
全・保護活

生活支援（ ） 社会福祉

文化交流（ ）

上記に該当しないもの

動（ ）

流（ ）

流（ ）

然環境の保
動（ ）

活動（ ）

大学

組にお

強くな

る段階

さなく

づくり

る程度

によっては学生ボランティア

いては，何かの分野に特化し

っているが，試行錯誤の中で

では，早急にオリジナリティ

ても，分野に偏らないオープ

を構築することが優先課題で

の経過後， 定の分野の活動

活動の取

た傾向が

進めてい

を打ち出

ンな体制

ある。あ

が充実し

統合し，継続

それらの意義

研究・調整機

る。

現在，山口

越えて学生が

生が集まる理

的なものとして捉えることで

はより 層深まるため，教育

能を兼ね備えた拠点が必要で

大学吉田キャンパスには学部

集うオープンな空間がない。

由はボランティア活動に限定

，

・

あ

を

学

さ

てくれ

と思わ

．

「ボ

いない

ころの

ば，オリジナリティが明確に

れる。

ボランティアルーム（仮称）

．ボランティアルームの機能

ランティア」に対する認識が

のは，「ボランティア」自体

ないものだからである。それ

なるもの

について

と役割

共通して

が捉えど

故に，や

れないが，ボ

ることもある

したように，

る。それをボ

て機能と役割

学生が自発

には，大学は

ンティアルー

ランティア活動がきっかけに

。第 章の問題点と課題で指

そういう空間の創出が必要で

ランティアルームと仮に名付

について考えてみたい。

的に活動できる環境を作るた

支援という裏方にまわり，ボ

ムの運営を学生主体とするこ

な

摘

あ

け

め

ラ

と

れば終

活動し

それ自

それ

ティア

いくか

活動は

わりということではなく，常

続けることで形が現われ，そ

体も変容していくものである

故に，ボランティアとは何か

活動をどう活かし，公表し，

を検討することは意義がある

単発であるかも知れないが，

に行動し

してまた

。

，ボラン

記録して

。個人の

それらを

が つの方法

ランティア団

ア活動だけで

営自体もひと

て位置付ける

けたが名称に

むことが望ま

として考えられる。つまり，

体からの依頼によるボランテ

なく，ボランティアルームの

つの学生ボランティア活動と

のである。本稿では，仮称を

ついても学生達の意見を取り

しい。

ボ

ィ

運

し

付

込



学生の「ボランティア」に関する意識と大学の支援体制

図 学生ボランティアルーム（仮称）の機能と役割

ボラ

割は以

） ボ

の場

オー

い，

する

） ボ

ンティアルームの考えられる

下のとおりである（図 ）。

ランティアを行いたい学生の

（登録制）。情報が集まる空間

プンな空間での情報公開と

あと 歩踏み出せない学生の

。

ランティアに対する理解不足

機能と役

情報交換

を創出し，

相談を行

後押しを

やボラン

統括し，よ

（情報の集

） 外部のボ

個人に対す

安全体制の

） 人的ネッ

として残す

以上のこと

り効率的に行えるよう支援す

約と効率化，継続性の実現）

ランティアを必要とする団体

る対外的窓口（外部との交渉

整備，依頼側との交渉）

トワークや活動例等をシステ

（データーベースの構築）

を円滑に進める得策としては

る

や

・

ム

，

ティ

い学

講習

育を

） 需

考慮

） 個

アにおいてどう行動すべきか

生に対して，ガイドイドブッ

会・講義の開講等を通して，

行う。

要と供給の調整を行う（学生

）

別に実施しているボランティ

わからな

ク配布や

指導や教

の負担を

ア活動を

ボランティア

ネータを常

ネーターの

が，選考にあ

はどのような

要がある。

ボラン

ルームにボランティアコーデ

駐させることである。コーデ

役割は以下の内容が考えられ

たっては，コーディネーター

人物が適任なのかを協議する

ティアの良さを発信・普及

ィ

ィ

る

に

必



学生ボランティアに関する相

学生ボランティアの指導者

大学教育 第 号（ ）

談，助言 ．今後の課題

また

しては

れる。

登録

仲介者としての役割（対外窓

弁護者としての役割

，ボランティアルームでの支

例えば以下のようなプロセス

にあたっては，団体登録と個

口）

援方法と

が考えら

人登録を

最後に，学

体案をまとめ

いて情報や人

動の意義を客

を創出する

よって評価す

あたっては委

生ボランティア活動に対する

ると， ボランティア活動に

が集まる拠点を作ること，

観的に認識するための学習の

こと， 活動を認定書や単位

ることである。これらの実施

員会の設置による具体的な協

具

つ

活

場

に

に

議

行う。

要事項

講習会

ボラン

ティア

いたら

アルー

ティア

個人登録を行う学生は，希望

を記入し，事前講習会を受け

をよく理解し，保険に加入し

ティア手帳を受け取る。希望

活動の情報がボランティアル

連絡が入る場合もあるし，ボ

ムの情報を見ながら，希望

活動があれば参加することに

調書に必

る。事前

た段階で，

のボラン

ームに届

ランティ

のボラン

なる。

が必要となる

山口大学に

況の把握を進

これまで実施

される活動も

集約が必要で

ティアルーム

なるからであ

。

おいては，当面，学生の活動

めていくことが必要であろう

されてきた活動もこれから実

，まずは状況把握のための情

ある。それらは，将来，ボラ

が設置された際の基礎データ

る。ボランティア活動の窓口

状

。

施

報

ン

と

は，

以上

生によ

コーデ

生活支

な支援

さら

．ボランティアルームの学内

のように，ボランティアルー

る運営を基本とするが，ボラ

ィネータの配置，予算の確保

援部の体制を充実させ，大学

体制のもとで運営するのが好

に，高等教育におけるボラン

支援体制

ムは，学

ンティア

等，学生

の全体的

ましい 。

ティアは，

これまでと同

援課）で行う

ム（仮称）で

ターによる支

営を展開し，

努めていくこ

学生

ぞれのボラ

様に学生支援センター（学生

が，新設されたボランティアル

は，ボランティアコーディネ

援のもとに，学生主体の組織

学生の実態及びニーズの把握

とが大切であろう。

が発足した当初，メンバーそ

ンティアに対する認識にずれ

支

ー

ー

運

に

れ

が

初等・

動を基

が望ま

ること

その

認定し

課授業

章で

中等教育で行ってきたボラン

盤に，学問的な背景のもとに

しい。教育の 環として位置

も つの方策である。

選択 として，正課授業の単

たり，認定書の授与が考えら

の単位として認めるというこ

ボランティア活動に参加しな

ティア活

行うこと

づけられ

位として

れる。正

とは，第

い原因の

あったり，ボ

れていたため

としていた。

も自発的なも

まうとボラン

まうのではと

であった。ワ

大学による

ランティアを漠然として捉え

，ワーキングの進む方向も漠

また，ボランティアとはそも

のなので，大学が支援をして

ティアの本来の意味を失って

いう意見が出たのも当然のこ

ーキングが進んでいくうちに

“しかけ”が必要とされるのは

ら

然

そ

し

し

と

，

現

つと

をカバ

また

分野や

休学制

限から

く必要

なっていた「時間がない」と

ーしうることにもつながる。

，学生のボランティア活動が

地域が広がっていけば，ボラ

度の実施（授業料不徴収，在

の除外， 月入学促進）も検

がある。

いう状況

活発化し

ンティア

籍年数制

討してい

代的な流れで

とができた。

できるのか，

の学生にとっ

ワーキングの

い」と思いな

潜在的に存在

ある，という共通認識をもつ

そして，「では，大学側は何

どういう“しかけ”が山口大

てベストなのか」ということ

中心課題になった。「何かし

がら今は行動に出せない学生

しているため，その“しかけ

こ

が

学

が，

た

が

”



の意味

ボラ

学生の「ボラ

は大きい。

ンティア活動は，山口大学の

ンティア」に関する意識と大学の

理念であ

北見工業大学

実態調査報

支援体制

， ， 平成 年度第 回学生生

告書 。

活

る「発

ができ

通して

対する

るため

計り知

見し，はぐくみ，かたちにす

る つの手段である。それら

，学生が人間的に成長し，市

意識を醸成させ，豊かな社会

の 員となる可能性やその波

れない。

（エクステンションセンター

る」体験

の活動を

民活動に

を構築す

及効果は

講師）

内外学生セン

動推進に関

日本学生支援

学生ボラン

佐々木正道編

する実証的

高橋勇悦・高

ティア社会

田中ひろし，

ガイド 同

ター， 学生のボランティア

する調査研究報告書 。

機構編， 大学と学生（特集

ティア） 第 号，第 法規。

， 大学生とボランティアに

研究 ミネルヴァ書房。

萩盾男編， ， 高齢化とボラ

弘文堂。

， 学生のためのボランティ

友館。

活

：

関

ン

ア

＜付記

本稿

ボラン

ループ

（大学教育センター

（国際センター

（学生支援センター

＞

は， 年度の「大学教育機

ティア活動支援検討ワーキ

」（座長 辰己佳寿子）の報

講師）

講師）

講師）

構・学生

ング・グ

告書に加

柳父立 ，

動に生かす

年度科学

山口大学学務

報告書 。

山口大学

団体が自主

「おもしろ

生涯学習成果をボランティア

ための方策に関する研究 平成

研究費補助金研究成果報告書。

部， 第 回学生生活実態調

では，複数の学生により構成され

的に特定のテーマを企画・実施す

プロジェクト」を支援している。

活

・

査

る

る

そ

筆修正

ンバー

学生支

長・現

学務課

課専門

ランテ

ワーキ

を加えたものである。ワーキ

は，執筆者 名と，寺本和仁

援課長），田中久義（元学務

岐阜大学学務課長），林章司

専門員），石黒智幸（学務部

職員）であった。 年度は

ィア等の支援・推進に関する

ング・グループ」（座長 植

ングのメ

（学務部

部学務課

（学務部

学生支援

「学生ボ

施策策定

村高久学

の目的は，

に資すると

を図るため

等を行い，

成 年度「

に選定され

対象者は

いう主題別

ア活動を含

いため，事

学生の自主性，豊かな創造性の高

ともに，広く学生の相互理解と親

，学生に経費の支給又は物品の貸

その活動を支援することである。

特色ある大学教育支援プログラム

ている。

，共通教育講義の「社会と組織」

講義を受講した学生で，ボランテ

めた社会活動全般について関心が

前調査に適していると判断した。

揚

善

与

平

」

と

ィ

強

生支援

稿執筆

学生諸

の意を

＜参考

「ボラ

センター長）として展開して

においては，ワーキングメン

君の多大なる協力を得た。こ

表します。

文献＞

ンティア白書 」編集委員

いる。本

バー及び

こに深謝

会， ，

山口大学

理学部，医

学部がある

り，その

のセンター

育・評価シ

（外国語セ

ドミッショ

する学生支

び留学生支

は，人文学部，教育学部，経済学

学部，工学部，農学部という つ

。その他に学内には つの機構が

つである大学教育機構は以下の

によって 年に組織された。

ステムに関する大学教育センタ

ンター），入試システムに関する

ンセンター，学生支援システムに

援センター，国際企画，国際交流

援システムに関する国際センター

部，

の

あ

つ

教

ー

ア

関

及

，
ボ

中央教

活動

兵庫教

実態

ランティア白書 日本青年

育審議会， 青少年の奉仕

の推進方策等について（答申）

育大学， ， 平成 年度第

調査報告書 。

奉仕協会。

活動・体験

。

回学生生活

保健管理シ

教育におけ

ンセンター

ステムに関する保健管理センター

る社会連携に関するエクステンシ

で構成されている。

，

ョ


